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実例が少なく，それに対する意識も低いことが，調査結
果で明らかとなった．
しかし，機械乾燥の賛成者層に妻の有職率が最も高い
点，叉，学歴が高くなればなるほど，家族人数が減少す
ればするほど，賛成者が増加している傾向がある点，お
よび調査時に，この方法を以前経験した主婦数人から，
この方法の便利さを強調する声が聞かれた点等を考え合
わせると，共同利用による機械乾燥方法は，今後，発展
する可能性が考えられる．
Ｖ結語
市街地高屈住宅における洗濯物千場は，現状では，居
住者にとって多くの問題点がある．すなわち，屋上の共
同物干場は，①洗湘物類に対しても，物干しを行う人に
対しても安全な場所ではない．②洗狐物運搬等に伴う労
力負担が大きい．①設備が不十分で利用しにくい・等が
あげられる．また，各戸の物干場であるサンルーム，ま
たはペランダは，①狭い①居住者をうっとうしくさせ
る③サンルームの場合，日あたり，風通しが悪く，乾
きにくい．等が，主にあげられる．
このような多くの問題点があげられるにもかかわら
ず，その対策に対しては，現状を一部改良する方向を望
む声が高く，機械乾燥による方法に対しては，かなり消
極的である．しかし，共同住宅，とくに市街地高層住宅
の増加，家族構成員の減少化，主婦の意識の向上，仕事
をもつ主婦の増加等の社会現象の今後の方向を考える
と，洗濯物等の乾燥は，合理的な方法，たとえば，機械
乾燥の方法等による共同化を推し進めていくべきである
と思われる．
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